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病院の住所等 
〒506-8550 
岐阜県高山市天満町３丁目１１番地 
TEL：0577-32-1111（代表） 
FAX：0577-34-4155 
 
許可病床数 
一般 491 床（救命 20 床・回復期リハビリテ  
      ―ション病棟 45 床含） 
 
診療科目 
内科、呼吸器科、消化器科、循環器内科、精
神科（心療内科）、小児科、外科、整形外科、
脳 神経外科、産婦人科、泌尿器科、皮膚科、
眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、リハビリテー
ション科、麻酔科、歯科口腔外科（歯科） 
 
併設施設 
 救命救急センタ―（20 床） 
 回復期リハビリテ―ション病棟（45 床） 
 未熟児センタ―（10 床） 
 人工腎センタ― 
 訪問看護ステ―ション 
 居宅介護支援事業所 
 健診センタ―（成人病健診・人間ドック・他） 
 
付属施設 
 高山赤十字介護老人保健施設はなさと（100
床） 
 
 
【沿革】 
 高山赤十字病院は大正 11 年 11 月 1 日に郡立
大野郡病院から日本赤十字社に移管されまし
た。以来、赤十字精神を基調として、この地域
の基幹病院として活動しております。 
明治 32 年 1 月 10 日 
 飛騨３郡立大野郡病院として創立 
大正 11 年 11 月 1 日 
 日本赤十字社に寄贈移管され日本赤十字社
岐阜支部斐太療院として発足 
大正 12 年 4 月 
 岐阜県の委託により岐阜県看護婦養成所高
山支所を開設 
昭和 5 年 7 月 
 日本赤十字社岐阜支部斐太病院と改称 
 （病床数 95 床） 
昭和 12 年 
 レントゲン室、手術室、特別室を新築 
 理学療法科の新設（病床数 105 床） 
昭和 18 年 1 月 1 日 
  岐阜県支部病院規則の改正により高山赤十
字病院と改称 
昭和 20 年 9 月 
 病床数 117 床に増床 
昭和 22 年 7 月 1 日 
 保険医療機関として岐阜県より指定 
昭和 25 年 10 月 19 日 
 病床数 150 床に増床 
昭和 25 年 12 月 21 日 
 綜合病院高山赤十字病院に改称 
昭和 28 年 8 月 22 日 
 病床数 260 床に増床 
 （一般 150 床、結核 110 床） 
昭和 39 年 9 月 28 日 
 病床数 260 床（一般 180 床、結核 80 床）に
変更 
昭和 40 年 3 月 19 日 
 救急病院として指定される 
昭和 42 年 5 月 15 日 
 病床数 307 床（一般 180 床、結核 80 床、未
熟児・小児病 47 床）に増床 
昭和 43 年 4 月 
 X 線 TV 装置導入 
昭和 44 年 4 月 18 日 
 病床数 307 床（一般 277 床、結核 30 床）に
変更 
昭和 45 年 3 月 
 コバルト治療棟が増築される 
 
     （昭和 45 年頃の玄関風景） 
昭和 45 年 7 月 
 理学診療科が放射線科と改称され、放射線科
医師が就任する 
昭和 48 年 2 月 
 血管造影連続撮影装置（AOT）導入 
昭和 48 年 9 月 26 日 
 病床数 330 床（一般 330 床、結核病床廃止） 
昭和 51 年 5 月 19 日 
 病床数 360 床（一般 360 床）に増床 
昭和 54 年 4 月 
 ゼロラジオグラフィ―導入 
昭和 54 年 7 月 
 頭部 CT 装置導入 
昭和 54 年 11 月 
 胃部検診車導入 
昭和 54 年 12 月 20 日 
 飛騨地方高山保健所管内住民胃がん集団検
診開始（成人病予防対策） 
昭和 56 年 2 月 6 日 
 臨床研修指定病院として指定 
昭和 57 年 4 月 24 日 
 病床数 520 床（一般 520 床）に増床 
昭和 61 年 8 月 1 日 
 健診センタ―開設 
平成 3 年 4 月 27 日 
 病床数 540 床（一般 540 床）に増床 
平成 4 年 12 月 
 救命救急センタ―運用開始 
平成 6 年 6 月 
 診療本館増築工事完成 
平成 8 年 10 月 
 地域災害医療センタ―に指定 
平成 9 年 10 月 
 高山赤十字介護老人保健施設はなさと開設 
平成 10 年 11 月 
 療養型病床群 40 床開設 
平成 12 年 1 月 
 訪問看護ステーション開設 
平成 13 年 4 月 
 病診連携室開設 
平成 14 年 2 月 
 統合医療情報システム（電子カルテシステ
ム）開始 
平成 15 年 5 月 
 日本医療機能評価機構認定取得（一般病院 
種別 B） 
平成 15 年 6 月 
 回復期リハビリテーション病棟（45 床）開設 
平成 16 年 3 月 
 看護専門学校閉校 
平成 18 年 7 月 
 DPC 対象病院 
平成 20 年 3 月 
 療養型病床群廃止 
平成 20 年 4 月 
 病床数 506 床に変更 
平成 20 年 9 月 
 7 対 1 入院基本料に変更 
平成 21 年 4 月 
 事業所内託児所開設 
平成 22 年 12 月 
 許可病床数 491 床に変更 
 
    （高山市からの乗鞍連峰） 
【放射線科部の構成と業務量】 
 放射線科部の一日は始業前の朝礼から始ま
り、出来るだけ全員の参加を心がけています。
当日の予定や病院内の連絡事項、各部署から装
置の状況など報告をします。 
 今年の 9月から常勤の放射線科医がいなくな
り、読影や放射線治療に支障をきたしています。 
 近年は診療放射線技師の仕事も専門化が進
んでおり、各自研修会や勉強会、講演会に積極
的に参加しています。 
 現在 1 名育休中ですが、補充は難しいので全
員で協力し合って頑張っています。 
 
     （放射線科 受付） 
構成 
 診療放射線技師 16 名（男性 12 名、女性 4 名） 
           内 女性 1名は育休中 
 医師 2 名（兼脳外科部長 1 名・常勤嘱託 1 名） 
看護師 3 名 
 技術員 1 名、パート受付 1 名 
業務量（平成 22 年 10 月分） 
 単純 X 線撮影     3996 人 
 頭腹部血管撮影     12 人 
 心臓血管撮影      78 人 
 CT          1422 人 
 MR          355 人 
 RI           45 人 
 骨密度         37 人 
 放射線治療       209 人 
 超音波検査（含 健診） 403 人 
 消化管透視(含 健診)  478 人 
 X 線 TV 造影検査    413 人 
 一般乳房撮影      92 人 
 健診乳房撮影        137 人 
 ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ撮影       325 人 
 過去画像出力・入力   145 件 
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放射線技師の人員配置 
一般撮影・TV 装置など  担当 10 名 
 一般撮影装置 2 台、胸部専用装置 1 台、骨密
度測定装置（HOLOGIC QDR-Explorer） 
デジタルパノラマ撮影装置、X 線 TV 装置 
（Finesearch300、Winscope60001、Ultimax 
80）泌尿器撮影装置、乳房撮影装置（ｺﾆｶ 
ﾐﾉﾙﾀ PCM ｼｽﾃﾑ）病棟ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ装置 4 台、手 
術室ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ装置 1 台、外科用ｲﾒｰｼﾞ 2 台、 
CT・救急撮影室   担当 2 名 
 CT 2 台 （Aquilion 16、64） 
 一般撮影装置 1 台 
 X 線 TV 装置（DCA－300A） 
MRI        担当 1 名 
 MRI 1 台 （Harmony 1.0T） 
RI         担当 1 名 
  ガンマカメラ（Bright View） 
放射線治療     担当 1 名 
 治療装置 （ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾊﾞﾄﾛﾝ M2） 
 治療計画装置（Focus） 
血管撮影      担当 １名 
 頭腹部撮影（Allura X-per FD20/10） 
 心臓撮影 （Allura X-per FD10/10） 
画像データは、ほぼ全てサーバーに保管して
あり電子カルテからの参照が出来ます。しかし、
フィルムレス化は全く進んでおらず、写真の
80%は未だフィルムで出力しております。 
当直業務は、平日夜間は 1名、土日祝祭日は、 
日直帯 1 名、当直帯 1 名という体制で仕事を行
っています。心カテ、頭腹部アンギオなど緊急
の検査は、宅直という形で 1 名待機しておりま
す。 
 
【観 光】 
 高山市は岐阜県の北部、飛騨地方の中央にあ
り、長野、富山、福井、石川の 4 県と接してい
る。市の広さは東京都とほぼ同じ面積で、日本
一広大な市である。また、面積の 92.5%を森林
が占めている。高山には縄文時代の遺跡が数多
くあります。「日本書記」には飛騨の両面宿儺
（りょうめんすくな）の乱の記載がある。平安
時代に飛騨は平家の支配を受けており、江戸時
代には幕府直轄地（天領）となっていました。 
観光のトップは、何といっても「高山祭」で
しょう。春の山王祭（4 月 14・15 日）と秋の
八幡祭（10 月 9・10 日）を合わせて「高山祭」
といいます。日本３大美祭の一つにも数えられ
るこの祭りは、飛騨高山の風物詩であり、その
起源は１６世紀後半から１７世紀といわれて
います。 
 
    （秋の高山祭り屋台） 
古い町並は、国の重要伝統的建造物群保存地
区に選定されており、城下町の中心、商人町と
して発展した町並は、出格子のつらなる軒下に
は用水が流れ、造り酒屋には杉の葉を玉にした
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（医 師） 
「酒ばやし」が下がり、町家の大戸やしにせの
のれんが軒をつらねています。 
 
        （古い町並） 
飛騨の里には豪雪に耐えてきた合掌造りや
榑葺きの屋根など、飛騨の代表的な民家３０数
棟が立ち並んでいます。各民家では、農山村の
生産・生活用具を数多く展示し、わら細工、さ
しこ、機織りなどの実演もしています。 
 
        （飛騨の里） 
 
 
 
 
 
 
 
       観光客で賑わう宮川朝市 
 
 
 
高山陣屋は徳川幕府の直轄地となっていた
頃、江戸から来た代官や郡代が政治をとってい
た役所で、郡代役所が残っているのは全国でも
高山だけです。 
 
        （高山陣屋） 
食べ物としては、まず飛騨牛でしょう。第９
回全国和牛能力共進会において、肉質日本一の
栄冠に輝いた飛騨牛は、肉質、味ともに絶品で
す。和食・洋食を問わず楽しめます。 
朴葉の上に味噌、ねぎ、椎茸などをのせ、焼
きながら食べる朴葉みそは、ご飯によく合い、
酒の肴としても最高の一品です。 
高山のみたらしだんごは、甘くなく、あっさ
りとした醤油味です。きつね色に焦げた醤油の
香ばしい香りは何とも言えません。 
漬物は飛騨独自の赤かぶなど、野菜や山菜の
味を活かした素朴な風味と淡白な味です。 
最後は地酒です。江戸中期から造られている
地酒は、清らかな水、良質の米、気候などの条
件に恵まれおり、深い味わいで全国の左党を唸
らせています。是非、味わってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
